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自動車用オイルフィルター部品製
造、田中プレス工業（相模原市緑区西
橋本、☎042・772・1351）は、得意の
深絞りプレス加工技術を活用し、キャン
プ用グッズを商品化した。「自動車部
品でつくったガス缶カバー」で、キャン
プ時に使用するランタンやバーナーの
ガス缶を保護するもの。自動車用オイ
ルフィルターをベースにアレンジした。

冷間圧延鋼板（SPCE）を深絞りし、粉
体静電塗装を施した。

ブラックとカーキの2種類。サイズは
230グラムガス缶用（2420円）と470グラム用

（2530円）をラインアップした。「（ガ
ス缶カバーは）海外製品が多い中に
あって、国内自動車メーカーの厳しい
品質基準を満たすような、完全な日本
製です」と、営業部の木原祐さん。

同社は1941年の創業以来、プレス
加工一筋。自動車のみならず、トラック
や建機で使用されるオイル・燃料フィル
ターのパーツを年間500万個ほど生
産。カラー鋼板を深絞りできる独自技術

も持つ。
ただ、電動車両へのシフ

トが進む中、同社はオイル
フィルターの次なる新規
事業を模索、その一環とし
て既存の設備や技術が生
かせるキャンプ用品に着目
した。

「相模原は自然豊かで
アウトドアやキャンプが盛
んな地域です。それならば
キャンプで使える商品を
作れないかと思いました」（木原さん）。

現在、大手インターネット通販を中心
に展開、3年後に5000個の販売を目
指している。

台湾は廃棄物リサイクルでは先進的
な存在とされ、世界トップクラスの資源
再生率を誇る。消費者やリサイクル事
業者、自治体のほか、事業者が拠出す
る基金も加わり、再生システムを運営。
ごみの資源化にインセンティブを付与
し、生活者の意識を押し上げている。

プラスチック再生メーカー、豊溢緑能
材料（Global Green Material＝GGM、
彰化県）は、廃棄されたプラスチック容
器の再生処理を手掛けている。リサイク
ル業界に携わってきた経営陣が集まり、
2021年に創業した。回収と再生の工場
を運営。飲料のボトルや食品容器などの
ごみを回収し、破砕して洗浄した上でペ
レットに成形している。

生産能力は月当たり4000㌧。再生
用途はマウス、ハンガー、ボトルなどさま
ざまだ。

張福麟マーケティング・セールスマネ

ジャーは「収集から再生までワンス
トップで対応しているので、顧客の
コスト削減にもつながります」。

台湾の大手スーパー、大潤発
や、スポーツ用品大手の仏デカトロン、独
アディダス、日本の「無印良品」の良品計
画などがパートナーとなっている。

国際問題となっている海洋プラスチッ
クごみの再生も手掛ける。塩分や生物
由来の不純物を含む海洋ごみは従来、
焼却処理が主流だったが、溶解処理を
することで再生プロセスを実現させた。

施承享・総経理は「世界市場に挑戦
するため、国際基準に適応できる工程
の再生設備とシステムをつくりました」。
環境分野の技術で日本企業とも提携の
道を探りたい考えだ。

同社によると、印刷物をスキャンする
サービスは多くあるが、スキャンして保
存したデータの印刷までを担う会社は
珍しいという。
「令和5年度・神奈川県ビジネスモデ

ル転換事業費補助金」の事業としても
採択された。

同サービスのターゲットとして想定す
るのは、歴史的文書や損傷などに気を
配る必要のある文書の保存が必要な

顧客。A3からA0サイズに対
応。損傷がある書籍、印刷物
はプラスチックのカバーに入
れてスキャンして保存する。

印刷物をデータ化することで自然災
害リスク対応にもなるとしており、企業
のBCP（事業継続計画）対策もサポー
トしていく。

歴史的価値のある文書をデータ化す
ることで、カレンダーや工装紙、化粧品

のパッケージなどへ用途拡大できないか
も検討する。

「地域の歴史的文化資産として残る
資料を今の時代に活用することで経済
効果が生み出され、地方創生や新しい
ビジネスにつながる可能性があります」

と大川哲郎社長は話している。
また、その一方で「どんなにペーパー

レス化を進めても、紙資料で残したいも
のはあるものです」とし、デジタルとアナ
ログ、両方の良さを大事にしていく姿勢
も見せている。

大川印刷、「世界で3台」のスキャン設備導入
文書資産をデジタル保存
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台だけしかないという。
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ポストコロナ時代

これまでは時代とともに変わる生活環
境の中で見られるご葬儀の変化について
お伝えしてきました。

今回は、「お仏壇」についてです。お

仏壇にも時代の変化とと
もに多様化が見られま
す。もともと、お仏壇は

「家の中のお寺」のよ
うな役割を持ち、信仰の

ための仏像や先祖供養の
ためのお位牌をお祀（まつ）りするための
ものとされていました。

また、昔は各家庭に仏間といわれる、
仏様と向き合うお部屋があり、そこにはお

仏壇が置かれていました。法事などの際
にはお寺さんにお経をあげてもらうような
習慣がありました。

現在は、核家族化や生活環境の変化
から、マンション住まいやコンパクトなおう
ちなど、スペース的に仏間を設けることが
難しい家庭が増えました。

そこで、仏間の用意は難しいけれど新しく
仏様を迎えるご家庭向けに、小スペースで
も設置可能な、たんすに上置きするタイプ

のお仏壇や、生活空間になじむ家具調のお
仏壇などがそろえられるようになりました。

そして、最近よくご相談いただくのは、
後継ぎがいない場合はどうしたら良いの
かということです。故人にお子様がいな
かったり、お子様がいても嫁いで家を継ぐ
ことができないなど、お仏壇やお位牌を守
る人がいないケースについてです。

このような場合、今までお付き合いのある
檀家寺へのご相談をまずおすすめします。

お寺によっては、跡を継ぐ人がいない場合、
お位牌を預かり、いつでもお参りに行けるよ
う見守ってくれるところもあるからです。

地域や宗教、その宗派やご家族の考え
方によりご葬儀の形はさまざまです。もち
ろん、葬儀会社にとっても、二つと同じもの
がない十人十色というのがお葬式。また、
時代とともに変化することも多くあります。

今回もご参考になれば幸いです。
� （fami友葬・清水ふじ代）
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